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こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
や

ま
ち
の
話
題
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
話
題
や
、広
報
紙
に
つ
い
て
の
意
見
を
、

秘
書
広
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
月
３
日
は
節
分
の
日
。
み

そ
の
保
育
園
の
３
〜
５
歳
児
77

人
が
豆
ま
き
を
体
験
。
園
庭
に

は
園
児
の
元
気
な
声
が
響
き
ま

し
た
。

　

同
園
で
は
、
自
分
の
中
に
住

む
鬼
を
追
い
払
い
、
園
児
が
今

年
一
年
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
毎
年
豆
ま
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

太
鼓
の
音
が
園
庭
に
響
い

た
後
、
八
幡
市
商
工
会
青
年

部
の
部
員
扮
す
る
鬼
４
人
が

登
場
。
び
っ
く
り
し
て
保
育
士

に
し
が
み
つ
き
、
泣
き
出
す
園

豆に見立てた玉を鬼にぶつける園児

児
も
。
し
か
し
、
友
達
が
鬼
に

さ
ら
わ
れ
そ
う
に
な
る
と
、
園

児
は
団
結
し
、
豆
に
見
立
て
た

玉
を
ぶ
つ
け
て
応
戦
し
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ん
ざ
ん
玉
を
ぶ
つ
け
ら
れ

た
鬼
は
降
参
し
、
園
児
に
歩
み

寄
っ
て
仲
直
り
。
み
ん
な
で
記

念
写
真
を
撮
り「
さ
よ
う
な
ら
」

と
、笑
顔
で
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
に
参
加
し
た
岡
島
千

夏
ち
ゃ
ん（
６
）は
「
鬼
は
怖
く

な
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
玉
を
投

げ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
て
鬼
退
治

み
そ
の
保
育
園
で
豆
ま
き
体
験

今月今月ののこの人この人 市の魅力 市民目線で発信を

　「地元のＰＲ動画に出演で
きてうれしい。一市民として、
八幡の魅力を伝えたいという
思いで臨みました」と話すの
は、女優の元谷朋子さん。
　元谷さんは、市が東映株式
会社に委託制作した観光ＰＲ
動画に出演。石清水八幡宮の
紹介場面では、真っ赤な着物
をまとい、同宮の神の使いで

ある鳩が描かれた扇子を手に
した姿が印象的です。
　「幼少期から過ごしてきた
八幡市は私にとって居心地の
よい大切な場所。あって当た
り前の場所であるほど後に存
在の大切さに気づくもので、
毎年初詣に 行く石清水八幡
宮や流れ橋、その周辺に広が
る茶畑も、地元を離れたとき
に魅力を再認識する」といい
ます。

　また「プロが撮影したＰＲ
動画は、テンポの良い音楽と
鮮やかな色彩が調和してお
り、八幡の良さが詰まった作
品に仕上がっています。動画
をきっかけに自分だけの好き
な八幡の魅力を見つけ、ＳＮ
Ｓなどで発信してほしい」と、
自分なりの表現で地元愛を伝
える大切さを語りました。

◆

　

八
幡
市
在
住
の
女
優
。
市
制
施
行

45
周
年
八
幡
市
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
に
出

演
。
男
山
東
中
学
校
出
身
。
趣
味
は

旅
行
、
料
理
、
ワ
イ
ン
。

元も
と

谷た
に

朋と
も

子こ

さ
ん 　ＰＲ動画は、こ

ちらのＱＲコード
から視聴できま
す。ぜひご覧ください。

観光ＰＲ動画に出演

新庁舎 災害対策本部運営訓練

大
地
震
初
動
を
確
認

　

１
月
に
開
庁
し
た
新
庁
舎
で
、
大
地
震
を
想
定
し
た
災
害
対
策
本

部
運
営
訓
練
を
２
月
６
日
に
行
い
、
市
職
員
と
消
防
職
員
計
39
人
が

災
害
時
の
情
報
収
集
や
伝
達
方
法
な
ど
、
初
動
対
応
要
領
に
つ
い
て

確
認
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
、
和
歌
山
県
沖
で
Ｍ

８
・
２
の
地
震
が
発
生
し
、
市
内

で
も
大
規
模
な
災
害
が
生
じ
た
場

面
を
想
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
と
同
時
刻
に
、
市
役

所
５
階
に
災
害
対
策
本
部
を
開

設
。
本
部
事
務
局
の
ほ
か
、
応
急

対
策
部
な
ど
５
つ
の
部
を
設
け
、

訓
練
想
定
に
基
づ
い
て
、負
傷
者
、

建
物
や
道
路
の
損
壊
、
土
砂
崩
れ

な
ど
の
被
害
情
報
の
収
集
を
行
い

ま
し
た
。

　

収
集
し
た
情
報
を
市
幹
部
に
伝

達
し
、
災
害
対
策
本
部
会
議
で
共

有
。
被
害
状
況
の
確
認
や
必
要
な

行
動
の
整
理
を
行
い
、
人
命
救
助

を
第
一
に
、
市
民
に
安
全
確
保
の

呼
び
か
け
を
行
う
よ
う
指
示
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
訓
練
時
の
疑
問
や

改
善
点
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
し
て
、
有
事
の
際
に
備

え
ま
し
た
。

災
害
時
の
連
絡
体
制
を
確
認
す
る
市
職
員

災
害
対
策
本
部
会
議
の
講
評
の
様
子

被害状況を確認する消防職員

背
割
堤
周
辺
に
生
息
す
る

野
鳥
の
観
察
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
「
背
割
堤
の
野
鳥
を
観
察
し

よ
う
」
が
２
月
４
日
、
淀
川
河

川
公
園
背
割
堤
地
区
で
開
催
さ

れ
、
親
子
連
れ
な
ど
12
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
加
者
に

楽
し
く
背
割
堤
の
自
然
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
日
本
野
鳥
の

会
京
都
支
部
か
ら
講
師
を
招

き
、
淀
川
河
川
公
園
さ
く
ら
で

あ
い
館
が
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
か
ら
貸
し

出
さ
れ
た
双
眼
鏡
を
手
に
、
背

割
堤
を
歩
い
て
探
索
。
鳥
の
声

が
す
る
方
向
を
探
す
と
、
木
の

上
に
は
ツ
グ
ミ
な
ど
草
原
に
暮

ら
す
鳥
、
川
辺
に
は
寒
い
地
域

に
生
息
し
本
州
以
南
で
越
冬
す

る
オ
オ
バ
ン
の
ほ
か
、
猛
禽
類

の
ミ
サ
ゴ
が
魚
を
捕
ら
え
て

飛
ぶ
様
子
も
見
ら
れ
、
普
段
な

か
な
か
見
ら
れ
な
い
野
鳥
の
生

態
を
興
味
深
く
観
察
し
て
い

ま
し
た
。

　

山
下
琉り

ゅ
う

真ま

く
ん（
７
）は
、

「
前
に
も
野
鳥
観
察
の
イ
ベ
ン

ト
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

面
白
か
っ
た
の
で
今
回
も
参
加

し
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

背
割
堤
で
野
鳥
観
察

背
割
堤
で
野
鳥
観
察

日本野鳥の会京都支部から講師

講師に説明を受けながら野鳥を観察する参加者


